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つながるわかば  
 

２学期がスタート！ 

４１日間の夏休みが終わり、本日から２学期がスタートします。子どもたちの元気な声が学校に

戻ってきました。 

今年は、とても暑い日が続いたり、大雨が降って大きな被害に遭ったりした夏休みだったと思い

ます。８月１１日の大雨の際には若葉小も避難所になりました。子どもたちもご家族も大丈夫か

と心配をしたところでした。 

さて、本日の始業式では、以下のような話をしました。来週から本格的にスタートしていきます。

生活リズムを整えて、元気に過ごす２学期であってほしいと思っています。 

学校閉庁期間の植物への水やりをけやきの会で！ 

 閉庁期間の１０日間、朝夕の水やりを毎日「けやきの会」（親父 

の会）でしてくださっていました。正門の花壇から、畑、体育館の 

近くや東門の学年花壇など１時間弱はかかる水やりです。暑い中、 

本当にありがたく、感謝申し上げます。 

（文責）熊本市立若葉小学校  

校長 坂本多代 

 

夏休みに入る前に「自分で考えて動く夏休みにしよう」とお話をしましたが、実行はできましたか。

学級で「自分で考えて、〜をした！」という対話をたくさんしてください。 

さて、「ヒドリガモ」という渡り鳥を知っていますか。江津湖公園（広木地区）でも、９月から３月

まで見ることができるそうです。冬になると、とても遠いユーラシア大陸北部の寒いところから、日

本に飛んでくるのだそうです。 

この渡り鳥、V字型で飛ぶことがあります。見たことがある人もいると思います。なぜ、こんな形で

飛ぶのでしょうか。 

これは、先頭の鳥のすぐ後ろに並ぶことで、上昇気流を利用して、楽に飛ぶことができるためだそ

うです。そして、先頭が疲れたら、仲間と交代しながら遠くまで飛んでいるのです。 

① 先頭の鳥が風を切る→ ②後ろの鳥は楽に飛べる→ ③疲れたら交代 

だから、仲間の力で信じられないくらい遠くまで飛べるのです。 

すごい、知恵ですね。遠くまで飛べることができるのは、仲間の力あってのことなのです。 

みんなも仲間の力を信じて、協力しあうことで、もっとすごい力を持つことになるのではないでし

ょうか。 

２学期は、見学旅行や学習発表会への取り組みなど、仲間と意見を伝えあったり、協力したりする

場面がたくさんあると思います。一人ではできないことも、仲間 

と一緒にすることで、乗り越えることができることがたくさんあ 

ると思います。「仲間と協働」して、成長する二学期にしましょう。 

「協働」とは、目標達成のために、お互いの持ち味（強み）を生 

かしながら、力を合わせることです。そうすることで、若葉小がも 

っと笑顔でつながっていく学校になっていくと思います。 

「仲間と共に成長！」の二学期にしましょう。 

 


